
庁舎増築棟 修正案       2022 年 4 月 26 日 

 

健康長寿と建設部を集約する案。 

 

 

【職員数】 

・ 健康長寿福祉部  １１５名 （子ども未来課１５人含まず） 

・ 建設部   ４２名 

・  

      合計   １５７名 

 

【増築棟試算】 上記１５７名を基準とする 

・ 延べ面積 約３,５０0 ㎡ １５７名 × ２２．０５ ＝ ３,４６２㎡ 

参考 峰山庁舎 ３,８５８㎡ 

 

・ 階層試算 ２階建 ３,５００／２F＝１,7５０㎡＞１,６９８㎡（現計画５，０９４／３F） 

   ３階建 ３,５００／３F＝１,１７０㎡＜１,６９８㎡ 差 約５２８㎡ 

※ ３階建とすることで建築面積が約５２８㎡抑えることで駐車場の確保ができる。 

 

・ 建築費用 ３,５００㎡×５６１千円 ＝ 約１９.７億円 （再提案は２８,１億円） 

 

・ 部署配置シミュレーション 

 １案 ２案 

峰山庁舎 市長、市長公室、総務  ９１名 

市民部、市民課     ７８名 

医療部          ６名 

監査事務局        ４名 

 

  計        １７９名 

市長、市長公室、総務  ９１名 

市民部、市民課     ７８名 

市民課・市民局除く    ―○○名 

医療部          ６名 

監査事務局        ４名 

  計１７９名−市民課・市民局 名 

増築棟 健康長寿       １１５名 

建設部         ４２名 

 

  計        １５７名 

健康長寿       １１５名 

子ども未来課      １５名 

市民課・市民局       名 

  計１３０＋市民課市民局 名 

大宮庁舎 教育委員会       ６２名 

子ども未来課      １５名 

海の京都 DMO     １９名 

京都地方税機構     １３名 

農林水産部       ５０名 

  計        １５９名 

教育委員会       ６２名 

海の京都 DMO     １９名 

京都地方税機構     １３名 

農林水産部       ５０名 

建設部         ４２名 

  計        １８６名 

 

費用差額 ８.４億円  真水として ２.３９億円の費用削減。 

 計算 ８.４億×０.９５（合併特例債対象分）× ０.３（負担分） 


